
「山村留学とは」 

 

【山村留学とは】 

山村留学は、小中学生が親元を離れ自然豊かな農山漁村に一年間単位で移り住み、地元

の小中学校に通いながら、さまざまな体験を積むシステム。学校環境や家庭事情等の何ら

かの課題を持った児童生徒を専門に受け入れるのではなく、自然体験や生活体験を希望す

る、日本全国の小中学生を対象としている。四季を通しての自然体験や集団生活を計画し

ており、年度途中では受け入れない。 

 四季を通した様々な自然体験、キャンプなどの野外活動、小規模校での授業、地元との

交流などがある。全国には様々な方式の山村留学があり、それぞれの地域を生かした山村

留学が実施されている。 

※小学１年生～中学３年生が対象だが実施団体によって異なる。 

 

《山村留学の一例》 

［学園方式］半月を寮で生活し、残りの半月は農家ホームステイをする方式 

［里親方式］年間を通じて地域にホームステイして生活をする方式 

［寮方式］ 年間を通じて、山村留学センターなどの寮で生活をする方式 

［家族方式］家族で転居し地域で生活をする方式 

 

【具体例】～長野県 大岡ひじり学園～ 

目標：『子どもが、自分の持って生まれた個性に目覚め、自信を持ち、それを嬉々として自分の力で育

んでいく子ども』 

［３つの体験教育活動］ 

・センター：体験活動 集団寝食体験 自然体験 労働体験 農村文化伝承体験と自己表現活動             

・里親農家：心のふるさとづくり 田畑作業 地域行事 農村生活文化体験 地産地消の食文化体

験 

 ・学校：一人一人が主役の小規模校 少人数指導 地域の特性を生かした学校行事 

［生活］ 

・月の 2/3 を山村留学センター、残りの 1/3 を地域の里親農家で生活する。これを一年間繰り返す。 

［学校］ 

・長野市立大岡小学校、大岡中学校 に通学 

 

 

 

 

【参考文献など】 

 長野・山村留学 大岡ひじり学園  

第５章 和歌山県Ａ小・中学校 「山村留学と小中一貫教育による小規模校の活性化」 


